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私はさきにスギモクおよびフνスジモグの卵について，受精前後におけ

る生体染色の実験結果を報告し，染色性が受精後に増加すること，およびそ

れは仮根極でとくに著しいこと，そしてその原因は仮根極で色素の透過性が

とくに大きいことであると報告した (1953a)。 そこで，もう少し発生がすす

み，匹形成の段階ではこの性質がどうなるか， という疑問がおこる。この点

をとりあつかったのがこの論文である。

材料には， 1953年5月28日に浅虫臨海実験所附近で採集したフνスジ

モク (Sargassumconfusum AG.)をガラス鉢の中で放卵せしめ， 人工受精

し， 8個の仮根原基を形成した段階， およびこれらの原基が伸長して仮根を
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表 1.. 7シスジモク販の生体染色

福一夜京事元E面頭一一-1-fi一面{It*百子一一

翠 極 俄根極 | 重視 偲根掻

ピスマルク褐 + + + 
プリラント線 + + 
コンゴ赤 + + +. 
ヤヌス絡

メ チレ ン背 + + 
ナイル背 + 
サ 7 ラ品ン + 十.

チ 1 オユ~.

トルイダン背 + + 
中性赤 + + 
聖母 R自 脱
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形成した段階の幼匹を用いた。染色液に

はさきの報告におけると同じく 12績の

色素を用い， それぞれ 1%の原泌をつく

り， .海水 10ccに対しておのおの 1滴づ

っの割合でうすめた液をペトリ皿にい

れ， この中に脹をピペットで加え，約5

時間のちに観察した。 海水の~pH は 8.2

でおった。実験は全部室温(約 120C)で 担当

おこなわれた. その結果は表 1および図

1に示した通りであった。

表 1によって明らかなように，一般

に仮根極は茎極よりも染色性が高い。 こ

れは私がさきに報告した実験ともよく一

致し， また若い生長しつつある細胞ほど

闘 1

プリラント絡によるアシスジモタ

臓の生体染色。募要Mま染色した様

を示す。

a偲根原基段階 t.俄恨伸長段階

染色しやすいという PRAT(1931 a， b， 1932)， REUTER (1953)などの報告と

も一致する。そして染色性は用いた色素の酸性，または塩基性とは関係がな

い。 このような有極的染色は仮根極でとくに透過性が高いためにおこるの

か，あるいは透過性はすべての部分でひとしいが，入りこんだ色素が部分的

に脱色され，仮根部だけのこされるのかという疑問がおこるが，それは前者

の方が正しい。なぜなら，有極染色も時聞がたつにつれて次第に匹全体が染

色し，しかもそのまま生長をつづけることができるからである。

染色の~態について見るべきものは仮根原基の段階におけるメチ νγ脅

の染色である。この場合a 仮根極は他の部分に比して著しい染色性をあらわ

すが， 中には全く染色しない個体があり， それらは仮根部もその他の部分

も全く染色せず，その結果匪は有極染色したものと全く染色しないものとに

分けられる。 そして，その二者の割合はほぼ 1:1である。これはスギナの

胞子が中性赤その他の色素によって染色性を異にする 2つの型にわかれる

(JOYET-LAVERGNE， 1927)のと類似の現象である。 ピスマルク褐は仮根原基

の段階では有極染色を示さないが，仮根伸長の段階では他の色素と異って仮

根部だけを染めないで，その他の部分を染色する。これはピスマルク褐で染

められるものが細胞質中に分散するミクロソーム様の粒子であれこれが仮

根原基の段階では匹全体に存在するが，仮根が伸畏すると仮根部では退化消
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失してしまうためであ。

DRAWERT (1938)るによると Helodeaの柴では 70%アルコーノレでi団山

した材料でも有版透過性が保持される。プνスジモクについても，もしその

ようなことがあればさきに述べた有極染色が色素の脱色によるのでなく，透

過性によることが証明される。そこで，阪をプオノレマリシで固定したものに

ついても染色をしらべてみた。その結果は表 2に示した通りで為った。

I罰定した!係.の染色

| … 形成 期 I~~ 根伸長し
玄 極 仮根栂 玄被 保根J掻
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表にみるように，著しい点はアニリン育，オ{ラシチア，チオニシなど

によって生体染色されなかったのに反し，国定材料では染色されることでゐ

る。これは材料が死ぬことによって染りやすくなったからであろう。同様な

例はν方グサ (PRAT，1925)，その他で報告されている(山羽， 1934). またメ

チレシ育，ナイノレ青などで生体染色されたのに反し，固定材料では染まらな

くなった。有機性染色は固定材料についてもみられた。 これらの中にはオー

ラシチア， トノレイデシ育のように新しく有根性染色を得たものもあるが，

たプリラシト緑，中性す、のように生体染色の場合と変らないものもある。 こ

のようなものは色素の透過性が仮根部で大きいためだと説明するのが最も適

当であろう. これから推定して，生体染色の概性もまた透過性によるものと

考えたい。
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摘要

フ乙/スジモク (SargasSUI1'lconfusum AG.)の!圧を生体染色し，一般に似

桜極は染色性が高いことがわかった。 また同定したj匹についても染色をここ

ろみ ， 同様の結果を得た。従ってこの布極性染色は， 仮1f~者1\で色京の透過性

が大 きいこ とによ るものと推定される。
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